
＜うがいケア習慣＞

クシュクシュペ  

歯磨きケアでは できないこと。それが「うがい」

人の様に自分でうがいができない
ペットにとっては、クシュクシュペは
「うがい」にあたる商品です。

うがいをすることで、口腔内に溜まっ
たネバネバぬめり、よだれ、食べかす
を物理的に取除き、口腔内環境を
整えて、口臭、歯周病予防をする
ことができます。

「うがい」にあたるケアができるペット
用商材はほぼないのが現状︕
だからこそ、「うがい」ができることで、
より良い口腔ケアが可能になる︕



＜Q&A＞
Q.使い捨てですか︖それとも何回も繰り返し使用できるものですか︖
→A.基本的に使い捨ての商品となります。（1本あたり100円です。（物販品）業務用については1本50円です）

Q.使用中に、スポンジを嚙みちぎったり、軸が折れてしまうことはありませんか︖
→A.基本的に歯磨きと違い、主に歯ではなく、歯茎を撫でる様に使用するので、噛みちぎることはないと思います。また、固い紙を使用しているため、折れにくい設計となってます。

Q.仔犬でも使えますか︖また、使えない仔はいますか︖
→A.仔犬でも使用できますし、仔犬であれば、プレ歯磨きとして慣らし歯磨きとしても使用できます。使用できない仔は基本的にはいません。

Q.スポンジに歯磨きジェルなどをつけて使用することはできますか︖
→A.使用できますが、ワンちゃん、ネコちゃんがブラシではなく、歯磨きジェルの味が苦手な場合、歯磨き同様に嫌がる可能性もございます。その場合は、つけずにご使用ください。

Q.人の介護用に似たようなものがありますが、何が違いますか︖
→A.ペット用として、スポンジの密度を変えて、吸水性を上げたり、誤飲をしないように、軸からスポンジが取れないように、強度をペット用にしています。

こんな仔にオススメ
◇パピーちゃんの初めての歯磨き

CA購入後の初めての歯磨きにおいて、毛先がブラシ上の歯ブラシに違和感を覚える仔も多いので、まずは柔らかいスポンジブラシで慣らすことからはじめてみることで、歯茎を傷つけることなく、優しく口腔ケアができる。

◇歯が抜け始めたシニアの仔の口腔ケア
シニア期に入り、歯が抜け始めるとなかなか歯ブラシを躊躇われる飼主さんも少なくありません。そこで、よだれやぬめりを取るだけでも口腔内が衛生的に保たれ、口臭予防、歯周病予防にもつながります。

◇歯磨き意識の高い飼主さん
歯磨きの意識が高い飼主さんには、従来の歯磨きではできなかった「うがい」をすることで今まで以上に口内環境が良くなることや、人の歯磨きと同じレベルのケアができることで、キレイな口内環境が続きます。

◇これから歯磨きを挑戦しようとしている方
口臭、歯垢、歯石が気になりだし、しっかりと口腔ケアをしていこうとされている飼主さんにおいては、いきなり歯ブラシよりもまずは、「慣らし歯ブラシ」としてスポンジブラシから慣れてもらえるところからスタートできます。

◇口腔ケアを諦めかけている方
歯磨きに何度もチャレンジしたが、嫌がって歯磨きできないと諦めかけている飼主さんへ、クシュクシュペは、柔らかいスポンジブラシの為、口を閉じてても、スポンジが小さくなり、スルッと口の中に入り、嫌がりにくいです。



好 事 例

◇口腔内の余分な唾液がキレイに取れる

◇安心して使用できました
持ち手が細いので、お口の中に入っても以外に抵抗がなく、特別嫌がる様子もなかったです。スポンジ部分をカミカミするか心配でしたが、歯茎に沿って使用することで、その心配もなく使えました。

◇口臭軽減︕

◇料金改定の付加価値サービスに

◇歯が抜けた高齢犬にもOK

（新しいサービスとして口腔ケアを追加）


